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・星遷后駆
平成18年度当初予算

串本町財政計画

平成18年度の新規事業

町職員人事異動

まちの出来事

串
本
漁
港
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(P. 8) 

(P. 70) 

展

A
醤
亜
言

カツオ漁の最盛期を迎え、串本漁港には

連日、水揚げされたカツオが運び込まれ

ています。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,463 人 •男性…… 9,455 人 ・女性…… 11,008人 •世帯数…… 9,354 世帯
（平成18年 4月 1El硯在）



I 平成18年度一般会計当初予算 I 

町民一人当た1.）に

換算すると・

IBJ民 1人当たりのIBJ税

7万2,143円

町民 1人当たりに使うお金

40万4,095円

町民 1人当たりの借金残高(1笙E度末見込）

51万3,916円

乎上記土領は、 1’成 1 糾牛 •1 月 J II襄在の人11ゆJ.16} 
人）を用いて` 餃会社ベ スからょnしたものです

積立金
3惚419万円
(3.7%) 

そ四池
3,318万円
(0.4%) 

［特別会計】
特別会計とは、 一般の版入歳出と区分して経理される、特定の9ド哭のために殺けられに会計です。

平成］8年度の各特別会計予打の合計は109岱945ガ円となりました。

また． →般会計予紅と各特別会計予豹を合計すると191節7．糾5万ll.lとなりました。

会 計 名 予四額 概 要

老人 保健事業会計 29憶649万円 高齢者のための医療岱給付事業の会計

国民飩額保険事棠会計 25!~8 、 463万円 国民性哀保険事棠の会計

介護保険事茨会 st 16億5,249万円 介護保険甲業の会計

病院事棠会計 26i~7 、 479万円 串本病院会計と古座JII病院会計の合計

水道事業 会 Bl 5億5,693万円 水道事茨の会iii

箇 易 水 返会計 4,613万円 田原箇易水通と古座ヴィラ水遥専業に係る会計

国民宿舎亭業会引 1常5,531万円 田民宿舎 「あらふね」の会引

下水遥事業会計 4,924万円 サンゴ台地区の下水逼不業の会計

洞所介啜事業会計 8,801万円 古座福祉センターで行っているデイサーピス印業の会計

そ の 他 1億9,543万円
住宅頁金貸付事業会計、財産区会計（串本 ・渤抑 ・出雲 ，
田並，和深，古座•西向，田原）の合計

合 計 109tP.;!945万円

③ 広積く しもと 5

誰もが安心して暮らせる町に
当初予算額は82億6,900万円

先の策）回定例会において巾本町の平成18年1虻一般会計当初予3}：が決まりました。当初予柑額は82低

6,900万円で、平成17年度の当初予符と比較して7他6,900万円(8.5%）少なくなりました。今月号でIi,

当初•ffi/J)概要についてご紹介いたしますュ｛各項 1::1 の金額は f円単位を切り捨てていますJ

-·•·-·——• ••• 9-~ ~ - - ~ ~ -.~ ~ ~―-·-・-·一~~ ~一

公臼費 その他 1億困万円 (l.2%）
順 6,061万円 ※議会沢 9,lfll万円

(14.096) ＼ 来予備費 00)万円ほか

忠産
屈
知

門
i

守

痴

（
円 衛生費

11憶9,584万円
(14.5%) 

［歳出］

用

日主財源 、． l!Jがn主的1.:l烈収できる財翠のこと
依存財瀑 日や恨から交付されたり．借金によって

さかなったりりる財壼のこと

衛生貴

用巫珈

g務嚢・ 全般的な酉翌事務．徴税、逍攀財務事務
直の人件費などに使われる粍貴
襦サービス．医禦貿保育園の置営など町民
の生活とヤ会生活の保屈に使われるtf賀

予防接種や健履均吋などの保龍関伍．こみ処理
などの衛生関係に伎わnる鍔貴

震月わ水産文費 農菜．燥JI;:.林菜の伝興に伎われる経費
両工賣 廷工や上菜の版興．観光市芯客に使われる経費
土人貴 遭路や公圃などの唖備に使われる経貴
消防費・ 消防 ・籾2・防災のために使われる経費
輯膏 ・小・中学校の置ゃ体胃紅設の頭．生渥学日

などの致齊関係に慢われる経費
• 町の債栢（也金）の四に使われる経費

民生貴

公慎

その他 0億5,5£()万円
(5.5%) 

町慣 9億4,
(ll 

轡支出令

t門
国文出
4億6,g
(5.7%) 

［歳入】

分担金及び負担金
4,3沿万円
(0.5%〉

旧
年
度
予
算
の
特
徴

i

窯
入
の
44％
を
占
め
、
三
位
一

―

一
体
の
改
革
に
よ
リ
年
々
滋
額
さ
れ

i

一
て
い
る
地
方
交
付
税

（臨
時
財
政

一

一
対
策
E
R吾
む
）
は

ヤ

4
D併
に
伴

~

了
つ
特
例
交
付
分
も
含
め
て
、
昨
年

一

一
一度
に
比
べ
約
1
憶
9
.
0
0
0万

一

一
円
の
減
と
し
て
い
よ
す
。
加
え
て
、
一

一
平
成
17年
度
の
決
算
剰
余
金
や
未

-

一
収
金
な
ど
の
臨
時
的
な
財
源
が
な

一

一
く
な
っ
た
た
め
，
人
件
百
の
抑
制
｀

一

一
事
務
経
匹
の
削
減
や
各
葎
団
体
浦

一

一
助
金
の
削
萩
な
ど
、
住
民
の
み
な

一

一
さ
ん
に
も
こ
協
力
を
い
た
だ
き
、

一

i

歳
出
削
滋
に
努
め
ま
し
た
が

財

i

i

塁
せ
ん
の
に
め
財
政
調
整
基
金

i

一
客

蓋

8
5
0万
円
取
り
崩
し
た

i

一
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
サ

（財

―

一
醤
整
写
金
残
高

4
億

2
,
5
8
i

-
8
万
円
）
。

一

こ
の
取
り
崩
し
に
つ
き
ま
し
て

一

一
は
、
平
成
17年
度
決
臼
緑
越
金
な

i

一
ど
に
よ
り
，
取
朋
額
の
圧
縮
に
努

一

一
め
，
国
喋
に
よ
る
財
政
支
援
が
大

一

一
き
い
21年
度
ま
で
の
5
年
間
で
、

一

一
奮
翌
花
計
画
に
沿
つ

i
-
C

一
裔
麿
を
務
の
効

率
化
ど
の

~

こ
届
効
果
と
亭
英
及
ひ
寧
務
の
見

~

一
直
し
に
よ
り

，

財
政
饂
爵
に
む

~

一
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
百
。

一
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-
1
位

一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
削
減
は
、
行
財
政
の
効
率
化

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の

町
は
1
町
で
の
効
率
化
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
史
な
る
効
率
化
を
目
指

し
、
町
合
併
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
東
南
海
・
南
海
地
実

へ

の
計
画
的
な
対
応
な
ど
、
多
額
の
財

政
需
要
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、
地
方

分
権
に
よ
り
、
地
方
の
自
己
決
，
仁
・

自
己
責
任
が
開
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し、

合
併
に
よ
る
効
果
を
十
分
生
か
し
た

安
定
的
な
財
政
連
営
を
行
う
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
の
町
と
比
較
が
nJ
能
と
な
る
よ

う
に
、
一

般
会
計
と
件
宅
資
命
負
付

事
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
酋
酒
会
計
で

作
成
し
て
い
ま
す
。

■財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取
組
み

m合
併
効
果

歳
人
の
、
十
な
も
の
は
、

県
補
助
命

が
平
成
17
年
度
か
ら

18
年
度
で

2
節

IIJ
、
特
別
交
付
税
が
平
成
17
年
度
か

ら
19
年
度
で

5J
億

2
,

9
0

0
カ
Iij

交
付
さ
れ
ま
す
。
歳
出
の
キ
な
も
の

は
、
町
長
な
ど
特
別
戦
が
8
人
か
ら

4
人
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
17

年
度
か
ら
21
年
度
で
2
億
日
の
歳
出

削
減
、
議
員
報
酬
が

32
人
か
ら
18
人

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成

17
年
度

か
ら

21
年
度
で

2
位
3
,
5
0
0
カ

入

②
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

財
政
健
仝
化
に
向
け
て
、
毎
年
度

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
見
店
し
を
進
め

ま
す
。
‘十
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

（効
果
額
は
平
成
17
年
度
か
ら

21
年

度
の
期
問
中
に
お
け
る
見
込
額
で

す
。）

`
l
 

マ
使
用
料
手
数
料
の
新
設
・
改
定
に

よ
る
効
果

4
,
7
0
0
万
円
の
歳

入
減
少

収
梵
分
ご
み
処
埋
手
数
判
引
下
け

（平
成

17
年
注
中
ー
）
、

上
野
山
汚

水
処
理
手
数
引
引
下
け

（平
成

18
年

ー）

や
保
育
引
階
居
区
分
の
細
分
化

（平
成
18
年

1
)
に
よ
り、

50
,
0

0

0
カ
円
の
歳
入
減
少
と
な
り
、
財

政
健
仝
化
と
い
う
而
か
ら
は
マ
イ
ナ

ス
効
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
保
健
福
朴
セ
ン

タ
ー

使
用
料
の
引
上
け

（平
成

18
年
1
)

と
サ
ン

・
ナ
ン
タ
ン
ラ
ン
ド
テ

ニ
ス

コ
ー
ト
の
夜
間
照
明
使
用
引
を
新
設

（平
成
18
年

1
)
し
た
こ
と
に
よ
り
、

日
の
歳
出
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

口 ■財
政
見
通
し
の
試
算
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

0
町
税
…
｛
芸
十
減
税
の
廃
止
や
税
源

移
譲
に
よ
る
影
宅
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

0
地
方
交
付
税
…
国
勢
調
査
の
人
口

減
に
よ
る
影
需
と
合
併
に
よ
り
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
特
別

交
付
税
（
包
括
算
入
分
）
の
減
栢
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

0
補
助
費
等
…
新
病
院
建
設
に
係
る

病
院
会
計
に
対
す
る
補
助
命
な
ど
を

訂
上
し
て

い
ま
す
。

0
建
設
事
業
費
…
継
続
的
な
事
業
と

耐
哭
車
業
な
ど
緊
急
を
要
す
る
と
思

わ
れ
る
事
業
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

（実
事
業
は
毎
年
度
の
予
算
編
成
に

よ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
額
と
必
ず
し

も
合
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん）

冨
〗
口
剛□
二
言
〗
し
冒

3
0
0
カ
日
の
歳
入
増
加
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

▼
未
利
用
財
産
の
売
却
に
よ
る
効
果

8
0
0
万
円
の
歳
入
増
加

平
成

17
年
度
に
旧
古
座
町
郵
便
局

跡
地
の

一
部
を
売
却
し
ま
し
た
。̀

]
 

▼
職
員
数
削
減
に
よ
る
効
果

6
億

4
,
6
0
0
万
円
の
歳
出
削
減

乎
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
に
か
け

て
26
人
の
戦
貝
数
を
純
減
す
る
計
両

で
す
。（
＇
，
坐
只
適
正
化
計
画
に
合
わ
せ
、

見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。
）

▼
給
与
の
削
減
効
果

2
億

2
,
1

0
0万
円
の
歳
出
削
減

調
幣
手
当
の
縮
減
（平
成

17
年
）．

廃
止

（平
成

18
年

1
)
に
よ
り
1
億

2
,
1
0
0
J
j
i
l
J
、
町
長
と
助
役
の

給
判
20
％
カ
ッ
ト
（
平
成
17
年
1
)

及
び
収
入
役
を
箇
か
な
い
（
平
成
17

年

1
)
に
よ
り

8
,
0
0
0
J
j
i
l
J
、

管
埋
戦
手
当
50
％
カ
ッ
ト
（
平
成

18

年
1
2
0
年
）
に
よ
り

2
,
0
0
0
J
j

日
の
歳
出
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す。

▼
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
に
よ
る

効
果

3
億

8
,
5
0
0
万
円
の
歳

［増減の大きい補助費等l

出

出削減

各種団休補助命の減栢（平成

17年ー）により1億7,900

カ日、特別会計への繰出命の減

額（平成18年ー）により2位6

00カ日を見込んでいます。

▼内部管理経費の見直しによる

効果9,700万円の歳出削

減

経常経費予算の前年度比10%

カットなど（平成18年！）によ

ります。

マその他事務事業の整理合理化

による効果3,100万円の

歳出削減

敬老年命の額の見直し（平成

18年ー）、橋杭岩ライトアップ

と水仙まつりのイベント廃止

（平成18年！）、ごみ収集委託

単価の10％カット（平成18年ー）、

IT講習会の廃止・公民館講座

の縮小（平成18年！）によりま

す。

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

補助費等 （紀南棗境整備
600万円

1億7,600 3億5,900
4,900万円

公社負担金） 刀円 万円

補助費等 （新病院建設浦
5億円 5億円

助金）

補助費等 （上水道事業取 1億2,300 1億7,300 3億 800
水口移設浄水場移転） 万円 万円 万円

合 計
1億2,900 2億8,900 ll億6,700 5億4,900

万円 万円 万円 万円

※紀南環境整傭公社負担命・・・11紅和政によるこ^ みの霰終処分場整備に係る負1且合

串本EE!Jでは、中期的な財改見通しを立て見込まれる財源不足を解消する

手立てを検討するとともに、皆さんにEE!J財政についてのご理解を深めて

いただくため、串本町財政計画を作成し、毎年度見直しを行います。

ここでは本年度計画の概要についてご紹介いたします。

※なお、計画はEE!Jホームページでもご覧いただくことができます。

⑤‘ 広報くしもと 5 広報くしもと 5 、‘
’
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三

現在建骰が計画されている都市交流海洋施骰（仮称）

の立面図

1
億
円

県
の
祈
し
い
水
韮
試
験
傭
究
所
に
隣

接
す
る
串
本
町
都
市
交
流
海
洋
施
設

（
仮
称
）
を
建
設
し
ま
す
。
地
元
水
紅

業
の
活
竹
化
と
、
地
元
特
産
品
の
伯
報

発
仁
某
地
と
し
て
の
役
割
が
期
仕
さ
れ

て
い
ま
す
。

■古
座
ヴ
ィ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

1
,
4
8
0
万
5
千
円

古
兜
ヴ
ィ
ラ
地
区
に
集
会
施
設
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
す
。

■遊
休
農
地
活
用
支
援
事
業
補
助
金

2
0
0
万
円

町
内
の
遊
休
農
地
の
解
消
と
農
地
の

流
動
化
を
図
る
た
め、

追
休
農
地
を
解

消
し
生
産
活
動
の
再
開
等
を
図
ろ
う
と

す
る

h
に
対
し
、
補
助
金
を
＇
父
付
し
ま

す
。
(16
貞
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■国
際
交
流
基
金

5
0
万
円

ト
ル

コ
共
和
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
交
流
の
振
OO
ハに
必
安
な
財
源
を
確

保
し
、
町
民
の
生
活

・
文
化
・

経
済
に

根
付
い
た
＇父
流
環
様
の
形
成
を
凶
る
た

め
国
際
＇
父
流
基
令
を
設
直
し
ま
す

。

■合
併
市
町
村
振
興
基
金

2
億
円

む
併
に
伴
い
合
併
特
例
信
を
活
用
し

て
毎
年
2
佗
日
を
積
み
立
て
、
5J
年
間

で
10
倍
円
を
確
保
す
る

f
定
で
す
。

役場入口に

「平成目安箱」を設国しました。

串本IBJ役場では、IBJ的に関して1BJ民の皆様から広く

こ意見をお間きし、今後の関かれ↑：：IBJつくリに役立て

るにめ 役場本庁舎と己産分庁舎の入口に 「平成目安

箱」を設溢しました。 「目安箱」は週に1回総務課

職邑が中を確言葱し、皆様からいただいた自璽なご意見

は全て松原IBJ長が拝読します。とうそお気聡にこ利用

ください。

木庁舎入口の「平成目安箱ゃ投かん用紙が備え付けられてい
ますが、任意の足紙で投かん していただいてもかま いません。

■串
本
地
区
漁
港
漁
村
活
性
化
対
策
事

業 ■財
政
の
見
通
し

こ
の
よ
う
な
合
併
効
果
や
財
政
健

仝
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
盛
り
込

ん
だ
乎
成

21
年
度
ま
で
の
収
文
見
通

し
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

特
に
平
成

20
年
度
は
、
新
病
院
建

設
補
助
命
や
紀
南
環
境
幣
備
公
社
負

担
命

（広
域
行
政
に
よ
る
ご
み
の
最

終
処
分
場
弊
備
に
係
る
負
担
命
）
に

よ
り
、
町
債

（歳
入
）
と
補
助
袋
筈

（歳
出
）
が
多
額
と
な

っ
て
い
ま
す。

人
件
費
は、

戦
員
の
小
採
用
な
ど

に
よ
り
年
々
減
額
と
な
り
ま
す
。

歳
出
が
歳
入
を
上
回
る
場
合
は
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
不
足
額
を
補
う

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
基
金
残
高

は
減
少
し
ま
す
（
基
命
は
財
政
調
弊

基
命、

減
債
基
命
、
退
職
手
当
準
備

基
命
、
地
域
振
判
基
命
の
合
計
額
で

す
）
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
改
革
が
今
後

厳
し
い
も
の
と
な
れ
ば
、
財
政
は
悪

化
し
ま
す
の
で
、
毎
年
度
、
事
業
及

び
事
務
の
見
直
し
を
行
い
、
財
政
健

仝
化
を
目
指
し
ま
す
。

■特
蓑
施
設
整
備
事
業
補
助
金

1
億
3
,
7
0
4
万
1
千
円

特
別
玉
設
名
人
ホ
ー
ム
「
に
し
き
図
」

の
施
設
増
床

（特
蒼
10
床
及
び
短
期
入

所
10
床
）
井
び
に
地
域
密
着
型
施
設
の

建
設
に
対
す
る
補
助
令
で
す
。

■消
防
本
部
改
修
工
事5

6
2
万
5
千
円

串
本
町
消
防
本
部
指
令
宰
等
を
2
階

に
移
転
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

■総
合
運
動
公
園
改
修
事
業2

8
6
万
円

サ
ン
・
ナ
ン
タ
ン
ラ
ン
ド
野
球
場
の

バ
ソ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
塗
装
工
事
や
タタ
日

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
観
覧
席
張
芝
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す
。

サン・ナンタンラン ドにて、野球場のパックスク

リーン塗装工事など、 施店の改修を行います。

［歳入1
平成17年 平成l8年 平成19年 平成20年 平成21年

町 税 15億 100万円 14億7,600万円 15億7,900万円 15億8,200万円 15億4,600万円

地方 交付 税 39億1,500万円 36億7,500万円 36億2,200万円 35億1,600万円 351意1,600万円

国県 支出 金 16億3,900万円 lD億2,500万円 7億7,300万円 8億1,200万円 7億2,200万円

繰 越 金 0万円 2億円 2億円 2億円 2億円

町 債 13億3,300万円 ll億2,300万円 9億2,000万円 19億200万円 ll億7.700万円

そ の 他 15億1,700万円 12億500万円 8億5,300万円 8億5,300万円 8億5,300万円

歳入合計 99億500万円 87億400万円 79億4,700万円 88億6,500万円 80億l,400万円

［歳出1
平成17年 平成l8年 平成19年 平成20年 平成21年

人 件 費 2l億8,200万円 2l億3,100万円 21億300万円 20億5,700万円 19億9,100万円

扶 助 費 4億8,700万円 4億6,000万円 4億6,000万円 4億6,000万円 4億6,000万円

補 助費 等 12億3,100万円 ll億l.000万円 13億3,000万円 22億2,100万円 16億300万円

公 信 費 11億6,500万円 l2億3,300万円 ll億7,600万円 11億7,400万円 l2億2,000万円

そ の 他 29億8,700万円 24億l,000万円 22億4,500万円 20億4,600万円 22億4,300万円

建設事業費 18憶9,900万円 ll億7,000万円 6億9,000万円 lO億3,800万円 5億8,800万円

普通建設事業費 171意7,600万円 ll億7,000万円 61意9,000万円 lO億3,800万円 5億8,800万円

災害復旧事業費 l億2,300万円 0万円 0万円 0万円 0万円

歳 出合 計 99億5,100万円 85億l.400万円 80億400万円 89億9,600万円 81億500万円

［基金残高の推移l
平成17年 平成l8年 平成19年 平成20年 平成21年

基 金 残 向 6億7,800万円 7億l,500万円 61意5,800万円 5億2,700万円 4億3,500万円

※基金1お財政調整基金、減侶基金、逮職手当準備基金、地域振興基金の合計額です

?‘ 広報くしもと 5 広報 くしもと 5 、‘
’
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い場合 ※ 泌耳品科咽喉"... 産娠 外整形科 外 内...副院次 本病新串院
0 があ,.-勤!t常科 尿器 非科常勤副科人医医 医医科 非常勤医医院科科常勤長院長のょっ病本串院

り科科長院 員長員長 員長長 に

ま は 変更 の

す-の-c^珍痰u毎週~ ~ 毎木週毎遇月~ 泉 枷9ぶ直9l安本,1 松 安m 1屈k名 毎遇火~ 十~ 池聡チ谷阪本 泉本伽 にな l休制師矢 体制医師
ー が 曜月・・ 貴文 彦崎智 1司建 曜 置勢了 省文̀  I ） 

注意 変更と -日金曜水曜 ー 一ー日 繁 繁 ましが4 

だくな -=-日-=-日 医帥 医帥 医帥 医帥医帥 医帥 医帥医帥医帥 医帥医帥 tち、か月

さ る ら

4月1日付けで串本町職晨の人事異動が発令されました。ここでは、

課長・ 主幹・副課長級の職貝について新しい人字をこ紹介します。

［ 〕 は前職•前所匿

町職員の

人事異動

烹
総
務
課

参
事
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

堀
切
正
人
〔
参
事
（
約
生
枷
設
ギ
粉
雙
＂派
迅
〕

主
幹
（
課
長
待
遇
）

松
本
英
叩
[
〈
11
画
課
に
〕

主

幹

稲

生

幸
男
[
〈
11
画
課
主
幹
〕

主

幹

鈴
木
紳
一

郎
〔税
務
課
主`
幹
〕

主

幹

派

口

自

生
[
総
務
課
専
門
貝
〕

了
財
政
課

主

幹

沖
本
明
弘
〔
財
政
課
副
課
に
〕

て
防
災
対
策
課

副

課

長

山

本

知
I
I
[
〈11
画
課
専
門
貝
〕

▼
水
産
課

副
課
長
固
本
勝
[
総
務
課
副
課
に
〕

竺
商
工
農
林
課

主

幹

片
山

潔

[

観
光
課
主
幹
〕

副
課
長
田
端
哀
美
枝
〔
商
主
農
林
課
〕

了
税
務
課

課

長

中
戸
信
行
〔
会
計
課
長
〕

副

課

長

和

田

功

[

税

務
課
〕

マ
庄
民
課

副
課
長

谷

美
徳
[件
民
謀
専
門
貝
〕

副
課
長
古
村
古
面
]
[学
校
教
育
課
〕

て
保
健
福
祉
課

参
事
（
保
健
福
祉
課
長
事
務
取
扱
）

稲
生
利
に
〔
参
事
示
本
製
況
箕
因
稔
取
扱
[]

主

幹

長
谷
川
喜
代
孝
〔
料
理
諜
叫
諜
長
〕

主

幹

小

出

茂
美

[
保
健
幅
祉
課
〕

副
課
長

宮
下
危
男
[9

ナ
に
数
育
課
EJlHJ
貝〕

（
和
深
総
合
セ
ン
タ
ー
）

主

幹

久
原
芳
法

〔
和
深
総
合
七
ン
タ
ー
長
祠
諜
誌
仕遇）
〕

マ
会
計
課

参

事

（会
計
課
長
事
務
取
扱
）

立
本
繁
俊
属
務
課
長
〕

副
課
長
井
沼

圭〔
防
火
対
菜
課
副
謀
に
〕

烹
紐
合
業
務
課

課

長

中

111慶
沿
〔
保
健
似
祉
課
に
〕

主

幹

（課
長
待
遇
）

岡

地

勝

晉

畔

課

長

〕

主

幹

（課
長
待
遇
）

乎
井
治
司
祠
報
政
策
課
に
]

主

幹

培

本

正
善
〔
総
念
を
1
課
副
謀
に
〕

副

課

長

乎

松

勇

[〈
rl
画
課
副
課
長〕

副

課

長

北

111晶
+
[
税
務
課
〕

副
課
長

西

111清
七
〔
管
坪
課
〕

▼
水
道
課

主

幹

（課
長
待
遇
）

両

康

男

笙

涯
学
習
課
長
〕

主
幹
小
山

芳
樹
石
ー
ね
林諜
副
~
に
〕

主

幹

松

並

勺

J

〔水
道
課
副
課
艮
〕

主

幹

交
林
正
史
[
水
道
課
副
課
長
〕

主

幹

藤
田
清
〔
水
道
課
副
課
些

副

課

長

岡

村
好
一

〔水
道
課
由
J

門
旦

文
環
境
衛
生
課

主

幹

万
十
川
憲
一
三床
知
叩
諜
副
性
i
]

古
座
川
病
院
新
医
師
体
制

古
座
川
病
院
の
医
帥
休
制
が
4
月
か

ら
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

院

長

樫

谷

益
生

医

帥

副
院
長

坂
東
惑
生

医

帥

▼
常
勤
科

内

科
副
院
長

坂
東
惑
生

医

帥

医

長

宮
本

選

医

帥

医

員

宮
本
和
什
医
帥

外

科
院

長

樫

谷

益
生

医

帥

医

長

山

出

尚
久

医

帥

整
形
外
科

医

長

わ
口

UJJ

医
帥

医

員

岩
田
勝
栄
医
帥

▼
非
常
勤
科

眼
科
（
毎
週
金
曜
日
午
前
・
午
後
）

小
児
科
（
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
）

耳
砕
咽
喉
科

（毎
週
水
・
木
曜
日
午
後
）

皮
腐
科
（
毎
月
第
二
火
曜
日
午
前
）

神
経
内
科
外
来

（毎
月
第
二
•
第
四
木
曜
日
午
後
）

※
本
年
4
月
よ
り
、
毎
月
第一
「
水
曜
日

午
後
に
糖
尿
病
外
束

(
f約
訓
）
を
開

設
し
ま
す
。
（担
当
医
帥
・
和
医
大
第

一
内
科
教
授
ほ
か
）

※
診
療
日
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

副

課

長

大

須
賀
優〔
保
健
固
祉
課
副
謀
竺

▼
建
設
課

主

幹

谷

融

憲

〔

管
理
課
主
幹
〕

主

幹

山

田
定
男
函
紫
平
課
副
謀
に
〕

主

幹

神

田

省

一

一郎
〔廷
設
諜
副
課
長〕

主

幹

田

中
慎
人
[
建
設
課
副
課
に
]

主

幹

西

村

和

幸
[
水
道
課
副
課
に
]

主

幹

沖

泊

二
管
理
課
副
課
長
]

副

課

長

久

含
和
劣

[建
心
益
翌

▼
生
涯
学
習
課

課

長

寒

川

剛

〔炭
埒
衛
生
謀
土
酔〕

主

幹

西

知

＋
亨
佼
整
諌
副
諜
邑

主

幹

南

譲

治
[生
江学
習
丑
咄
苔
[

副

課

長

芝

利

幸
[水
道
課
副
課
長〕

竺
図
書
館

主

幹

長

背

守

面

書
館
に

（副
課
に
仕
遇
）
〕

烹
子
校
教
育
課

参

事

（教
育
次
長
事
務
取
扱
）

紹
村
和
己
[教｛
E
次

兵

贔
孜
百
此
岳
股
竺

課

長

潮

崎
伸
彦

[
総
務
課
に〕

主

幹

松

場
公

二
建
設
課
副
課
長
]

烹
子
校
給
食
共
同
調
理
場

主

幹

北

地

綾

＋

〔学
校
給
食
調
理
場
に
（
副
諜
長
待
遇
）〕

▼
串
本
病
院

事
務
長
守
凶
邦
文
〔
総
合
窓

n課
上`奸〕

栄
養
士
長
川
上
則
+
[
栄
査
科
主
任
]

町
民
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

風
か
お
る
五
月
に
な
リ
ま
し
た
。

一
年

中
で
一
番
気
持
ち
の
よ
い
季
節
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
佐
藤
春
夫
の
詩

紀
の
国
の
五
月
な
か
は
は

椎
の
木
の
く
ら
き
下
か
げ

を
昔
学
校
で
習
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
方
に
は
い
か
が
お
過
こ
し
で

し
生
つ
か
。

こ
の
随
想
も
、
大
変
短
い
も
の
で
す
が、

毎
月
雲
く
と
な
る
と
頭
を
惚
ま
せ
ま
す
。

え
、
こ
の
前
に
雲
い
た
の
に
、
も
う
次
の

号
か
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

今
回
は

7

わ
た
し
の
木
曜
島
」（
五
の

宮
ハ
ナ
蓋

に

つ
い
て

一
言
感
想
を
雲
か

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
可
。

著
者
は
現
在
神
戸
市
在
住
で
百
が
、

す

さ
み
町
出
身
の
方
で
す
。
父
親
に
10
代
の

終
わ
リ
に
木
曜
島
へ
頁
珠
貝
採
リ
の
仕
平

で
澗
き
に
行
っ
て
い
た
、
そ
こ
で
裸
馬
へ

乗
っ
た
と
い
う
話
を
間
い
て
い
て
、
そ
の

話
を
確
か
め
に
木
曜
島
へ
短
い
旅
行
を
す

る
、
と
い
う
の
が
内
容
で
す
。

著
者
は
そ
の
父
親
の
勅
跨
を
調
へ
る
の

に
串
本
町
へ
も
釆
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
中
に
、

著
者
の
父
親
が
大
変
紅
茶
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う

一
文
が
あ
リ
ま
す
。

そ
し
て
、
木
晦
島
が
イ
キ
リ
ス
の
楢
民
地

だ
か
ら
紅
茶
を
飲
ん
だ
の
だ
、
と
。
私
も
、

こ
の
辺
リ
の
人
が
、
お
茶
と
い
え
は
釘
茶

ゃ
コ
ー
ヒ
ー
の
こ
と
を
さ
す
の
を
個
と
な

く
ハ
イ
カ
ラ
な
こ
と
た
と
思
っ
て
い
ま
し

町長随想

乱
松原 繁樹 「串本町民のために役立てるよ

うがんばり たいと思いますので、

よろしくお願いします。」

▼
古
座
川
病
院

栄
蓑
士
長
両
浜
知11+〔
栄
蒼
利
主
任
〕

て
串
本
保
育
所

所

長

西

田

正
代
〔
西
回
保
脊
所
長
〕

竺
西
向
保
育
所

所

長

山

田

隣
+
[
串
本
保
脊
所
長
〕

て
串
本
町
消
防
本
部

庶
務
係
長
（
主
幹
）

潮
崎
忠

紀

[
庶
務
係
長
面
盟
呼
区ご

予
防
主
任

（副
課
長
待
遇
）

蜜
田
耕
司

[f
防
主
任
〕

て
串
本
消
防
署

副
署
長
（
主
幹
）

中
橋

県
警
よ
り
派
遣

4
H
l
H
付
で
県
5

[

か
ら
串
本
町
役
場

に
森
団
裕
氏
が
派
遣
さ
れ
、
防
災
対
笈

諜
配
屈
と
な
り
ま
し
た
e

た
が
、
そ
れ
も
木
曜
島
は
し
め
南
洋
へ
出

稼
ぎ
に
行
っ
た
人
た
ち
が
多
い
か
ら
だ
と

知
リ
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ

カ
ヘ
行
っ
た
人
た
ち
は
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う

こ
と
な
の
で

g
ね
。

真
珠
貝
は
真
珠
を
採
る
た
め
で
は
な
く

て
、
そ
の
自
〈
殻
か
ら
主
に
ホ
タ
ン
を
作
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
一
o
g
い
値
段
で
売
れ
た
。

そ
れ
で
惜
し
み
な
く
働
く
巳
本
人
が
歓
迎

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
潜
水
病
や
事
故
な
と
で
若

い
命
を
落
と
す
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
人
雲
地
に
は
別
基
の
零
石

〈ほ
と
ん

ど
は
た
だ
石
を
の
せ
た
も
の
）
が
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
‘串
本
の一
元
タ
イ
ハ
ー
た
っ

た
忌
齢
の
人
は

「あ
ん
な
辛
い
目
に
あ
っ

た
島
に
二
度
と
行
き
た
い
も
ん
か
。」
と

言
っ
た
と
い
い
ま
す。

私
た
ち
の
先
人
が
こ
の
よ
う
な
苦
労
を

し
た
こ
と
を
知
リ
、
改
め
て
襟
を
正
す
気

持
ち
に
な
リ
ま
し
た
。

な
お
、
四
月
に
入
リ、

「
平
成
目
安
箱

串
本
町
」
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
お
気

軽
に
こ
意
見
を
頂
戴
い
た
た
け
ま
す
よ
う

心
よ
リ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

雅

祠

署

に

〕

⑤‘ 広報くしもと 5 広報くしもと 5 、‘
’is-
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遍行初已松煉町長もタクシーに試灸．r大助かI/o」

と利用者の反応は上々でした．

友
好
の
思
い
を
本
国
へ

ト
ル
コ
大
使
館
武
官
・
一
等
参

4
月
14Flし
16
日
、
既
日
ト
ル
コ
大
使
館
の
オ
ゼ
ル

・
ニ

ザ
ム
政
官
と
、
ム
ラ
ト

・
ア
ダ
ル

一
筈
参
廿
官
が
印
本
町
を

訪
れ
、

14
日
に
杷
野
の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
弓
慰
霊
碑
に
て
甑

花
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

8
月
に
離
任
す
る
ニ
ザ
ム
武
官
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
最
後

の
来
町
。
式
典
で
は
「
115
年
に
わ
た
っ
て
皆
様
が
岱
き
あ
げ

て
き
た
友
情
を
心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
思
い
を
ト

ル
コ
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
私
の

Fl
本
で
の
最
大
の
任
務
だ
と

思
．1
9
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
｀
親
族
が
殉
僻
将
十
一

の
一
人
だ
と
い
う
ア
ダ
ル

ー
等
参
事

官
も
「
犠
牲
に
な
っ
た
兵
士
た
ち
の

記
世
は
両
国
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強

同
な
も
の
に
し
て
い
る
q
と
語
り
ま

し
た
c

3
月
23
日
、
町
、
県
、
国
の
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
串
本
町
津
波
防
災
対
策
店
本
計
両
検
討
委
貝
会
が
古
座
分

庁
舎
で
開
他
さ
れ
、
津
波
防
災
対
策
の
店
本
方
針
と
旋
備

n-

椋
、
役
割
分
担
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
津
波
防
災
対
策
基
本
計
画
古
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

町
で
は
昨
年
11月
か
ら
町
内
27
地
区
で
仕
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
他
し
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
泡
見
や

要
望
は
払
本
計
画
案
に
盛
り
込
ま
れ
、
こ
の

Fl
の
委
U
会
で

全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
計
画
を
格
に

今
後
の
防
災
ド
業
を
実
施
し
、
定
期
的
に
計
画
内
容
の
点
検
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
千
定
で
す
。

4
月
4
日
か
ら
須
iL地
区
で
狛
江
漁
協
か
ら
峰
地
パ
ス
停
ま
で

の
区
間
を
往
復
す
る
貸
し
切
り
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

-F
o
 

f
 抒

し
切
り
タ
ク
シ
ー
が
遥
行
す
る
の
は
火
咄
日
と
金
曜
13
の
午

前
中

（片
迫
100
円）
c

町
内
で
は
単
Ill
地
区
に
続
き
2
例

H
の
運

行
と
な
り
ま
す
。
急
な
坂
追
が
多
い
上
に
忘
齢
化
率
が
高
い
同
地

区
で
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
公
共
交
通
の
利
便
性
向
卜
を
求
め
る

力
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
地
区
の
白
野
栢
也
区
長
は
「
長
年
の
夢
が
か
な

っ
た

C

地
域

の
足
と
し
て
栢
極
的
に
活
川
し
た
い〗
と
研
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
停
ま
で
の
交
通
手
段
を
確
保

貰
し
切
り
タ
ク
シ
1

1

3月23Bの棟討委員会でぢ曹浪防災対菜基本四!tili書Jが

取りまとめられました．（「津波訪災対策基本計誼暑J は

町ホームページでご互いただくことがでさます。）

3
月
29
日
、
町
内
lU
原
地
区
の

広
域
ご
み
処
埋
厖
設
「
宝
船
ク
リ

ー
ン
七
ン
タ
ー
」
に
て
阿
施
設
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
施

設
は
IlJ
串
本
、
旧
古
座
｀
古
座
川

の
3
町
術
牛
施
波
¥
務
組
合

（現

在
は
巾
本
町
古
座
川
町
衛
生
胞
設

事
務
粗
合
）
が
平
成
9
年
か
ら
建

設
の
収
り
組
み
を
逃
め
て
き
た
も
の
で
、
平
成
15
年
12
月
に

造
成

t
事
と
本
体
工
下
千
符
が
可
決
。
本
年
1
月
に
施
設
が

完
成
し
、

2
月
Io13
か
ら
試
泄
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

阿
施
設
の
行
理
者
で
あ
る
松
原
町
長
は
式
典
の
挨
拶
で

「
協
議
を
始
め
て
以
来
、
9
年
近
い
歳
月
を
要
し
た
が
、
地

元
の
理
解
を
頂
く
こ
と
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
本
胎
紋

は
独
自
に
設
定
し
た
各
種
有
害
物
質
の
排
出
基
準
を
祁
に
下

回
る
9
回
い
能
力
を

iTし
、
印
境
に
極
力
兵
荷
を
与
え
な
い
施

設
と
な
っ
て
い
る
が
、
管
理
巡
営
に
あ
た
っ
て
は
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
央
採
作

室
前
に
て
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
同
施
設
の

完
成
を
宮
ぴ
合
い
ま
し
た
。元

海
上
保
安
官
下
地
さ
ん

約
30年
の
長
き
に
わ
た
り
海
ヒ
保
安
業
務
に
籾
励
L
た

功
鋲
が
認
め
ら
れ
、
串
本
町
出
身
の
下
地
健
視
さ
ん
（
享

年
82)
に
瑞
宝
単
光
序
が
賠
ら
れ
ま
し
た
。

ド
地
さ
ん
は
洵
ヒ
保
安
官
と
し
て
串
本
海
上
保
安
署
を

始
め
、
田
辺
、
土
佐
沖
水

｛忘
知
県
）
な
ど
各
署
を
歴
任

し
、
県
内
の
下
淮
署
な
ど
で
粁
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
で
の
受
卒
が
内
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
＊
る

1
月
29
日
に
他
界
さ
れ
た
た
め
受
京
日
を
命

u付
け
に
繰

り
上
げ
て
の
受
京
と
な
り
ま
し
た
。

長
男
の
撤
さ
ん
は
、
「
父
は
正
直
で
ぃ
以
面
目
で

U
事
．

筋
の
人
間
だ
っ
た
。
地
道
な
仕
事
を
国
が
認
め
て
く
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
天
国
の
父
も
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
い
る
の
で
は
9

と
ぶ
し
て
い
ま
し
た
c

咲口の父も喜んでくれていると思う．」と藷る

長男の徹さら右上が受拿呑の下地位1見さん、'

⑪ 広積くしも と 5

津
波
に
強
い
串
本
町
を
目
指
す

津
波
防
災
対
策
基
本
計
画

猷花式興にて慰霊碍に黙祷を行う（左から）川勝』9長、松原町長、

アダルー等参事官｀ニザム武官

言，―

9̀｀̀冷 ,9
r :•. J . r • 一

rヽ • --、!＂ 
式輿後、慰霊碑の内部に入り ．石tでに納めら

れた殉鵬将士の遺骨の状態を確認しました。

宝嶋クリーンセンター竣工式

官
来
町

中央揉作堂前にて行われたテープカット

宝
鴫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
外
観

広轄くしもと 5 ⑩



「-―-―-―-―-―-—-—-―-—→ 「-―-―-―-―-―-—-—-―-―ゴiプロック朝散去 ， | 
＇，生垣づくり

対 象；道路に面するプロ ック塀 (60cm、3段以上） 1 対象；道路に面した土地に新たに生坦 （高さ50cm、1

i .j藷助顎 ：撒去に要した費用または撤去し たブロッ ク 1 | 9 庭 2m以上）を権栽するとき 。ただし、プ 1

， 塀の長さ に8,900円Imをかけた額のいずれ ，， ロック塀等を撤去した後に紐行するときは、，

I か少ない額の 2分の 1 （最高10万Pl) 11 つェ ンス （会絹夕1プ） も可とする。 I 

L _JL 
り 補助額：植栽に要する費用の 2分の 1（最志 3万円） ＇ 

-—-—-—-—-—-—-—-—-—- -―-―---―-―-―-―-―-―--l 
守詳しく 1J:;1~本町役楊防災KIh‘i課 ( ft 0735-62--0555)へおlU]い合わせください，

保他センター 5}」の行市予定は下記のとおりです。

策健芯等についてのおFh し込み • お問い合わせは｀
保椛センター（云 0735-62-t,206) まで

［成人関係I

［乳幼児関係］

乳幼児健診

日町

謬叩h
謬団喘
碑 5曰i*）13(D~1,OO 

内 客

1歳6ヵ月兄及び
2歳6J」月兄鑓診

10ヵ月～ 1裏児懐診

4カH児及び
6 ヵ月呪~』

紐願相談

哭 廂日

5月8日(J'j)

5月12日（金）

乳幼児予防接種

受{1時悶 会

13:(I)～ 15: 00 保紐センター 2洒

9:3:J-11 :oo 石田公戻II!

9 3:J-10 箕淳河そ人憩いの家

13 oo-14 00 百田冑江クラブ

14 :3]-15：田 田原山村交元センター

崇川よでも出気fF に会品へお~L ください
直 rr;n定や他曲についての相点を受けておりますI

5月24日(j()

0ブロック塀撤去及び生垣植栽補助

（地震・津波避難路確保のための補助金）

串本町では、地税 ・沖波兌生時の避荀作を廂保するため、

迫路に面するプロック財を撤去される方や生垣づくりをさ

れる方に対して補助をします。

阪神淡路人震災でも多く見られたプロック堀の卸乳によ

る披害を防ぎ、赤波からの避難路を確保するため｀町の補

助金をご沼lnlください

鯉

日時 内容 日阿及び内容

5月9日（火） 三撞涅合 5月9日改）1000-
12 ・ ≪l-13 10 1期初豆］ ひよ(こ6 ちびつこひるば

ヵ月～3虚児）

5月12日（金） MR 
ひ5よ品月こ1 9•日5（金び）つ11こひ00--ろば

13 1に 13...i （し麻んし浜ん活-.§） ヵ月～3麿）

5月る日（心
．廟岬旦接の乏

BCG 5月24日（水）13 ①~  
13 CIJ-14 印 マタニティー教室（後期）

※二けt見合の接ff.I.}象け 7~6 方 JI 未•内の）J です
玉予防仕H.• 9k宝の企品はいずれも保健七ンタ ー 2 倍です、＇

基本健額診査（集団）

天 籍日 受餅河日 会

5月13日(I.)I 13 : ID -14 (Il 佐郡集会所

5月31日（水l113,00-14 00 油荷老人惣uヽ の家

憑険査l勺行Ii-dl液検査・心慮回・ ULr,:．検尿 ・身似n定
・栢緬の3屯 •PSA検11: (55正～75れまでの刃付）

止木チ 9 ノク（介北T-M 霞~/ ・・・65心 1．の）i
lf炎ウイルス知（月J.;-1こ検立Lたことがない人｝

憑"1望』仕gそで健芯を巾込まれた}ハ“U削情通力止ます

が｀巾し込みをされていない）iでし当「Iお込し頂ければ
を唸でさi-r。(t.J佼は10歳）1日

｀
 

闊』国遭圃ぼ＇団 '"-1111

⑬ 広積くしも と 5

名・種

れんこん） ＼ンバーグ

［材料I(1llll分
れんこんIすりおうし）中 11311! 贔ひさ肉 印g
えのさ冨iみじん切り） 1/ 5袋 口腐 113丁

Bすりごま小さじ 1 塩 ljlさじ I15 
こしょう少々 片只粉小さし 1 泊少々

【作り方Iれんこば打りおろしで軽くしほり 水曲）

しに豆腐 他の日を全団合わビてよく紗リLJL埠！型に丸め

る。フライパンでこんがりと短く．

エネルr-m.ca1 /、んばく鯰 18Q 塩分 1.19

ネームプレートは討部闘員のデスクにて

さっそく活用さゼていただいてい之 す。

」
ノ
キ
製
名
和
痘
寄
贈
い
だ
た
き
途
し
た

(J:） 松原町長か ら橋本校長＾~
新しい校阪が饂呈されました．

（右）真碩 しい制服に身を包み、

出来上がった ばか1)の校歌を

斉する新入生たら。

4

月

1
0日

、

和
深
•

田
並

・

有
田
の
3

中
学
校
の
統

合
に
よ
り
発
足
し
た
串
木
西
中
学
校

(IU
並
11
枯
本
悼

校
長
〉
の
閲
枚

・
人
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
人
牛

17名
を
加
え
た

49名
の
生
徒
た
ち
に

よ
っ
て
新
し
い
校
牧

「友
よ
』
が
斉
唱
さ
れ
、
手
塚
教

守
長
に
よ
る
圃
校
直
＿i
只

松
原
町
長
か
ら
椋
木
校
艮
ヘ

の
校
旗
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

捻
本
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
今
日
が
ス
タ
ー
ト
c

学

習
に
お
い
て
も
迎
動
に
お
い
て
も
自
分
を
鍛
え
る
世
ぴ

を
も
っ
て
ほ
し
い

⇒
と
新
人
生
に
語
り
か
け
｀
松
原
町

長
は
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
．
体
と
な
っ
て
、
統
合

し
て
よ
か
っ
た
と
吋
0

わ
れ
る
よ
う
な
学
校
を
挫
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
q
と
祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

4
月
3
U
、
南
紀
ふ在
介
組
合
の
寺
田
展
治

糾
合
長
、
古
咆
川
木
材
協
同
組
合
の
稲
牛
直

樹
理
小、

紀
州
林
菜
懇
話
会
の
矢
倉
甚
兵
衛

埋
巾
が
町
長
室
を
訪
れ
、
古
座
JII
流
域
な
ど

で
商
出
さ
れ
る
紀
州
材
の
普
及

•
P
R

の
一

瑣
と
し
て
、
ヒ
ノ
キ
の
古
木
材
を
活
用
し
た

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

29
個
を
町
に
斉
賠
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

心
ひ
と
つ
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト

串
本
西
中
学
校
開
校
式

携
帯
電
話

1
1
9番
直
接
受
信
開
始

携
沿
四
話
か
ら
の

1
1
9
番
通
報
へ
の
対
応
は
、
代
表

沌
防
本
部
〈
田
辺
市
消
防
本
部
）
が
受
信
し
｀
災
吾
現
也
を

筐
翔
る
消
防
本
部
へ
転
送
す
る
方
式
で
運
用
し
て
き
ま

し
か
対
応
の
迅
速
化
を
図
令
た
め
｀
宣
接
授
続
す
る
シ

ス
テ
ム
が
尋
入
さ
れ
、
串
本
町
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
携

帯
震
話
に
よ
る
1
1
9蓄
通
報
は
、
串
本
町
沿
防
本
部
で

日
接
受
信
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
e

◇
携
帯
電
話
で
の
通
報
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

0
過
報
（
発
生
）

し
て
い
る
場
所
の
地
名
（
町
村
、
住
所
）
．

目
樗
物
な
ど
を
確
認
し
て
下
さ
い
。（
旧
古
座
町
に
つ
い

て
は

甲
本
町
消
防
本
部
に
入
り
そ
の
後
、
古
巫
苫
に
転

送
さ
れ
ま
す
。
）罰`’．

9

圃叫
〇

度
問
い
合
わ
せ
を
す
る

E
合
が

あ
り
ま
す
の
で
携
愕
唸
話
の
雹
源
を
切
ら
な
い
で
下
さ
い
．

＇

は

、
消
防
寧
（
救
急
甲
）
が
到
活
す
る
ま
で
、

で
き
る
だ
け
そ
の
襦
を
離
れ
な
い
よ
う
に
こ
協
力
お
願
い

し
ま
す
．

0
近
く
に

一
般
U
話
、
公
衆
唸
話
が
あ
る
場
合
は
で
き

る
だ
け
そ
の
国
話
を
使
用
し
て
下
さ
い
べ
携
帯
屯
話
で
の

爾
は
｀
塁
の
不
都
台
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
9
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| シリース介護保険制度改IE4

65歳以上の方 （第 1号被保険者）の保険料について

65歳以上の方 （第 1号被保険者）の介譲保険料は 3年こと

に見匡されます。平成12年度にスタートした介謳保険制度も

平成17年震で第2期の平莱年震が終了し、 介譴保険事案計画

定委日会にて h 平成18年度からの3年問の介護保険サー

ピス費用の見込み、事業凰及び施策方針を酪り込んだ第 3期
計画を作成するとともに、第 1号被保険者の慄険料の改

定を行う条例が制定されました。

保険料は、市町村の介護保険の運営にかかる費用の総額の

うち第 1号被保険者が負担する割合 (19%)に応 じて市町村

の塁準額が決まります。皆様の保険料の茎準額はこの茎準額

をもとに決められております．

平成17年度までの保険料

18串本町 2,550P::I／ 月

1日古座lllJ 2. 952 F9／ 月
.... 

●あなたの保険料は？

所得の低い人には、過度の

3. 731円 ／ 月

段階

で世帯全

金額

められています．

保険科（月額）l 
1,866円

l.866円

2.788円

3,731円

4,664円

5.597円

、....,心.,.......口 ,W~.A..,J9 Lユが LIしかdC9L又応C ~ Lる年金です。

沼税用敗正に伴う漱変ば和措閾として対象者の方について別に口項額の割合が設l:tられています．

※お問い合わせは串本町役場保他福祉翌または税務雰へ。 (ff0735 62-0555) 

援センクーが諜骰されました。

4 11 L 11、串本町iた場本Ii令2陪 (Illふ会'1i務屁）に、店

行へのむ合的な丈矮を日的として、「旭絨a括支楼センター」

が設臼されました lnl七ンクーでは1苫齢名の介疵やl廷姐 t
ゃ 1Eiif;などに関する柑I；炎を閲吋ヽ2f•t しています ．， 叶しくは 、

ft 0735-62-f,()()5（戒通）よでおら（軽におIIIJい合わせください

北古
濱谷

さり

治

77 87 

人 ii9」

品訓l
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廿
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拙

口

趾

剛

れ

江

野
純
一
r

人
阪
＂

い
つ
ま
で
も
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化
俊

一さ
ん
五
潮
鯉
か
ら
｀
{
父

(EITofい
一
の
香
典
返
＇
ど

し
て
つ
ば

さ
共
同
作
定
所
｀
ほ
杭
と
人
ク
ラ
ブ

及
び
社
＾
ね
屈
協
ふ
会
へ
，

^
'
·
·
―

汗
悶
J
ん
｛
油
~
岬）か
ら
．．
 
」
5
4蝕

．
）
の
供
元
と
し
て
潮
岬
と
人
ク
ラ

プ
及
び
杵
典
返
し
と
し
て
礼
公
悧
祉

協
議
会
へ
．

⑱
み
そ
使
さ
ん

{111世
か
ら
．
亡

よ
云
"
-―
}
の
呑
典
返
し
と
し
て

m並

せ
人
ク
プ
プ
及
び
11̂
が
m
祉
陥
頃
会

ヘ
0
堀
妙
さ
ん
一洵
岬
｝か
ら
．
亡
k
-狩

・―}
の
存
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
成
会
へ

)

含
社
・
ば
さ
ん
示
津
荷
｝
か
ら
｀
，
」
仙

g

佐
き
の
供
必
と
し
て
引
会
福
祉
協

ぶ
会
へ

3
谷
＂
肪
ぶ
さ
ん
己
昇

lll
)か
ら
｀
亡

父
＿
追

．
一
の
古
典
返
し
と
し
て
H
会

似
祉
協
ふ
会
へ

宮
本
功
さ
ん

mょ
'
-か
ら
｀
り
」
よ
名
(

息
．
ト
一
の
井
典
込
し
と
し
て
U
会
枷

吠
公
へ

’

り
皿
会
か
ら
礼
へ
か
皿
IlLれ

t
 

ヘ
，

ヘ
椙
山
規
り
さ
ん

TIJ"也
か
ら
｀
亡
舟

一
勝
代
一
の
存
典
込
し
と
し
て
社
会
福 ェ；

令年の火災・救急件数
-4月1日現在一

火災件 岱 救急件 霰

2件 交 通 241牛
野 0件急網 183f牛

その 他 1件 その 他 871牛
合計 3件合計2941!1

火災のない住みよい豊かな町つく 'IJ

utt尖
文
。

◇
直
谷
紐
さ
ん
面
神
野
Ill}
か・
"tl会
糾

仕
協
ふ
会
へ

◇
野
低
さ
ん

[Llil堅
か
ら
、
亡
父

ヰ
裕
“
ご
の
井
典
止
し
と
し
て
札

＃^面

祉
息
一
へ
。

令
肘
部

rさ
A
一
閻
野
川
ー
か
ら
．

L
け

｛喜
）
の
打
典
込
し
と
し
て
社
会
福

祉
文

ヽ
屯
知
f
さ
ん

(N向
l

か
ら
｀
亡
尖
｛光

Ii
)の
存
典
返
し
と
し
て
11会
糾
祉

陰ムへ

0
北
泊
讀
さ
ん
一
大
凸
ぷ
”
ら
、
と
』
と
｛さ

ょ
）
の
什
典
込
し
し

l

し
て
社
＾
紐
ば

乳
文
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串
本
町
で
は
ト
ル
コ
共
和
国
メ
ル
シ

ン
市
で
本
年
9
月
9
日
に
実
施
さ
れ
る

「民
俗
芸
能
祭
」

へ
の
参
加
に
併
せ
て
、

ト
ル
コ
共
和
国
に
つ
い
て
の
坪
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

H
利
で
ト

ル
コ
旅
行
の
参
加
者
を
券
集
し
ま
す
。

て
日
程

9
月
4
日

（月
）
1

9
月
11
日

（月
）

▼
行
程

4
日
関
空
出
発
（
ト
ル
コ
航
空
）

5
日

イ

ス
タ
ン
ブ
ル
市
内
観
光

6
日
イ
ズ
ミ
ー
ル
市
内
観
光

7
日

ア
ン
カ
ラ
・
カ
ソ
パ
ド
キ
ア

8
日

カ
ッ
パ
ド
キ
ア

・
メ
ル
シ
ン

9
日

メ

ル

シ

ン
民
俗
芸
能
祭

10
日
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら
桶
国
（
ト

ル
コ
航
空
）

関
空
着

児
i

里
千
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
中
成

18
年
4
月
か
ら
児
ャ
里
手
当
の
支
給
対
象

年
齢
が
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
第
3
学
年

修
［
前
か
ら
小
学
校
第
6
学
年
修

f
励

ま
で
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
祈
た
に

児
五
千
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
保
護

者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
認
定
讀
求

・

梱
改
定
讀
求
書
等
の
了
続
き
が
必
安
と

な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
力
は
、
勤
務
先
で
巾
頑
し

▼
交
付
条
件

町
内
の
追
休
牒
地
で
印
積
は
3
ア
ー
ル

以
上
で
あ
る
こ
と

▼
交
付
単
価

〇
農
地
を
借
用
及
び
買
収
す
る
場
合

1
年
目

1
ア
ー
ル
あ
た
り
6
了
日

2
年
日

1
ア
ー
ル
あ
た
り
3
了
日

3
年
日

1
ア
ー
ル
あ
た
り
1
了
日

0
凹
木
等
を
購
入
し
た
場
合

(
J
A
か

ら
購
入
し
た
も
の
に
限
る
）

J
A
と
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
1

ず
つ
の
補
助
（
初
年
度
の
み

・
ー

ア

ー
ル
あ
た
り
上
限
5J
了
円
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
商
主
典
林
課

(6
0
7
3

5
|
6
2
|
0
5
5
5

内

線

342)

一
見
美
し
い
串
本
の
海
。
し
か
し
、

海
芹
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
涼
着
し
て
美

観
を
担
ね
て
い
ま
す
。
背
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
力
を
出
し
〈
LI

っ
て
串
本
の
海
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
海
岸
を
少
し
で
も
美
し
く

す
べ
く
、
次
の
と
お
り
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
券
っ
て
い
ま
す
。

て
清
掃
日
時

5
月
28
日

（旦

午

帥
7
時

1
9
時

小
雨
決
行

※
強
風
や
視
界
不
艮
を
伴
う
雨
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

て
く
だ
さ
い。

※
な
お
、
現
在
小
学
校
4
年
生
の
保
＂
渡

者
の
皆
様
で
、
中
成
17
年
度
の
現
況
屁

を
提
出
さ
れ
た
Jj
に
つ
い
て
は
、
特
段

の
手
続
き
は
必
安
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
期
限

平
成
18
年
9
月
30
日
ま
で

※
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ァ
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
年
金
加
入
証
叩
害
又
は
健
康

保
険
証
の
写
し
、
ま
た
前
住
所
地
の
所

得
証
叩
書
が
必
安
と
な
る

h
も
お
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
・

児ャ
塁
手
当
係

(6
0
7
3
5
|

6
2
|

0
5
J
5
5
J
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

‘
 

し

巨緊

致
相
．談
所

令
国
人
権
擁
滞
哭
苓
只
連
合
会
で
は
、

6
月
1
日
を
「
人
権
滞
＂
渡
委
貝
の
日

」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
一

暦
の
人
権
尊
市
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
巾
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

次
の
と
お
り
人
権

・
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
や
い
ろ

い
ろ
な
囚
り
ご
と
で
お
悩
み
の
力
は
お

マ
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
休

（準
ず
る
各
種
団
休

を
合
む
）
が
実
施
す
る
事
業
で
、
地
場

迄
業
と
観
光
事
業
が
協
力
し
、
観
光
客

の
増
加
に
貢
献
す
る
事
業

マ
助
成
金
額

巾
晶
さ
れ
た
事
業
費
総
額
の

80
％
以
内

の
額
。
但
し
、

1
什
あ
た
り
の
助
成
限

度
領
は

200
万
円
と
す
る

烹
締
切

5J
月
31
日

（水
）
ま
で

て
担
当
課

観
光
課

◇

地

場

産

業

育

成

及

び

観

光

事

業
等
推
進
資
金
助
成
事
業

，
 

お
知
ら
せ
＆
行
事▼

申
込
締
切

7
月
31
日

（月）

▼
申
込
方
法

お
巾
込
み
•お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

総
務
課

(6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5J

5
5
J
)
ま
で
こ
連
絡
下
さ
い
。

▼
清
掃
爛
所

橋
杭
小
汗
校
ー
宮
川
河
口
ま
で
の
海
岸

▼
集
合
場
所

ID串
本
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
削
公
園

※
軍
子
・
了
拭
い
・
清
掃
用
具

・
コ
ミ

袋
は
主
催
者
等
が
糾
布
し
ま
す
。

マ
主
催
・
協
賛
等

串
本
海
上
保
安
秤
・
串
本
愛
舟
会

海
上
保
安
協
会
串
本
支
部
・
串
本
町

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
串
本
海
上
保
安

署

-
1
0
7
3
5
|
6
2
|
0
2
2
6
)

ま
で
お
願
い
し
ま
す。

串
本
町
で
は
、

典
地
の
流
動
と
遊
休

典
地
の
解
消
・
活
用
及
び
担
い
手
の
育

成
を
図
る
た
め
、
遊
休
典
地
化
し
た
曲底

地
の
券
使
を
行
い
ま
す
。

了
募
集
内
容

0
串
本
町
内
の
農
地
で
あ
る
こ
と

0
遊
休
典
地

(1
年
以
上
耕
作
し
て
い

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ア
日
時

6
月
］
日

（木）

午
後
］
時
30
分
i
3
時
30
分

な
い
山底地）

O
担
い
千
不
足
及
び
高
齢
化
に
よ
り
耕

作
不
能
と
な
る
UJ
能
竹
の
あ
る
農
地
等

※
募
集
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
役
場

で
管
理
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
耕
作
不
能
な
遊
休
農
地
に

つ
い
て
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
商
工
農
林
課

(6
0
7
3

r
J
—

6
2

|

0
5
5
5
内
線
3
4
2
)

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
・
担
い
子

不
足
の
た
め
、
遊
休
農
地
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
遊
休
牒
地
を
解
消
す
る

た
め
、
中
成
18
年
度
か
ら
町
独
自
の
遊

休
農
地
活
川
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

遊
休
状
態
を
解
消
し
、
生
産
を
再
開

し
た
町
内
存
住
者
の
力
で
3
年
以
上
農

業
に
従
事
で
き
る
力
を
対
象
に
補
助
令

を
交

1
し
ま
す
。

て
場
所

串
本
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
古
座
分

庁
舎

※
相
談
は
人
権
擁
設
委
只
又
は
行
政
相

談
委
貝
が
お
受
け
し
ま
す
。

串
本
町
で
は
、
活
力
あ
る
観
光
の
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ま
業
及
び
ふ
る
さ
と

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
役
場
の
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
串
本
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

マ
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
休

・
グ
ル
ー
プ
が
計
画

す
る
個
竹
的
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
で
、

原
則
と
し
て

3
分
の

］
以
上
の
自
己
資
金
を
持
つ
も
の

マ
助
成
金
額

補
助
金
額
の
最
高
限
度
額
は
原
則
と
し

て
1
什
30
万
日
、
最
低
限
度
額
は

1
什

10
万
日
と
す
る

▼
締
切

5
月
31
日
（
水
）
ま
で

て
担
当
課

総
務
課

ー
日
ー

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555 

串木町役場占座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木 病院 TEL62-0635 

古圧／II 病院 TEL72-0280 

学校教 育課 TEL62-6066 

生涯学習誅 TEL62-0006 

串木町立図書館 TEL62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアドレス

http://www.town.kushi叩 to.wakayama.jp/

串木町メールア トレス1代表）
kikaku@t畑 n.kushimoto.wak"fama.Jp

一
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5]国国園口闘国
日 I曜 1 行事内容（時問） 場 所 I主菅課等

※各種健診・健康相談 ・

予防接種 ・ひよこ広場・

ちびっこ広場 ~マ タ ニ

ティ教室などのEl程につ

いては l3ページの 「保

健センターだより」をこ"

黄ください。

褪
n

”
り
ぃ
ぶ
る
“
主
催
講
座

コ
コ
ロ
ほ
ぐ
し
の
絵
こ
と
ば
づ
く
り

坦
あ
そ
び
を
通
し
て
ち
ょ
っ
と
だ
け

ゴ
コ
ロ
ほ
ぐ
し
」
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
あ
な
た
の

「あ
り
の
ま
ま
」
に
出

会
え
る
自
己
表
現
溝
座
で
す
！

ヱ
開
催
日
時
・

場
所

6
月
29
日

（本
）

午
後

1
時
30
分
1
3
時
30
分

串
本
町
文
化
セ

ン
タ
ー

和
歌
山
県
＋
ど
も
の
人
権
肉
門
委
貝

会
で
は

6
月
5J
日（
月
）
か
ら

7
日
（水
）

ま
で
「
＋
ど
も
の
人
権
110
番
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
無
利
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
電
話
番
号

6

0
7
3
|
4
2
5

|
2
7
0
4
 

和

歌
山
地
力
法
務
局
人
権
擁
渡
委
貝

宇
内
）

て
相
談
内
容
等

0
い
じ
め
・
休
罰

．
狡
校
拒
否

・
十
ど

も
の
虐
科
な
ど
、
＋
ど
も
の
人
権
に
か

か
わ
る
令
て
の
問
題
に

つ
い
て
、
＋
ど

も
の
人
権
古
J

門
委
貝
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

0
＋
と
も

の
人
権
専
門
委
員
と
直
接

会

っ
て
相
萩
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す。

0
6
月
8
日
以
降
も
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
。
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
）
ま
で
詞
じ
電
話
番
口勺
で

相
談
に
応
じ
ま
す。

※
休
日
及
び
伎
間
は
留
守
番
電
話
に
な

り
ま
す。

叫水I一般献血 串本町役場古匝分庁舎I保健福祉課

(73:00-76:00) 

111木 1人権行政相談 1出本町役場古国分庁舎I住 民課

(73:30~15:30) 

14 I日1古座川クリーンアップ 一枚岩～

大作戦 古@Ill河口

(9:30~ ) 
| 観 光 課

トーl--;-----------+--------1------

171水I津波避難タワー竣工式 1串本町役場古匝分庁舎1防災対策課

(13:30- ) 

ァ
講
師

た
か

い
た
か

こ

さ

ん

（イ
ラ

ス
ト

レ
ー
タ
ー
／
絵
こ
と
ば
作
家
）

▼
定
員

30
名

（先
着
順）

了
受
講
料

無
村

▼
＿
時
保
育

1
歳
か
ら
小
学
2
年
生
ま
で
の
お
十
さ

ん
の
一

時
保
育
を
行

い
ま
す
。

ご
希

望
の
力
は、

6
月
15
日

（木）

ま
で
に

ぉ
＋
さ
ん
の
名
柿

（愛
称
）
•

生
年
月

日
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い。

▼
申
込
方
法

20 I士|号月「出本町」

発足一周年記念式典

(7 3:30~ ) 

出本町文化センターI総務課

241水I一般献血 1矢怠 甚 兵衛様1保健福祉課

( l0 :00~1 6:00) 前 駐車場

25 I木 1人権行政相談

(73:30~15:30) 
嗜 JミュニデイセンターI住 民 課

②
放
置
達
反
命
を
納
付
し
な
い
と
車
検

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す。

③
放
四
迎
反
命
を
滞
納
し
て
公
安
会
[H
(

会
か
ら
督
促
を
受
け
た
者
は
、
滞
納
処

分
に
よ
る
強
闘
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

④
常
習
速
反
者
に
は
、
車
両
の
使
用
訓

限
命
令

（連
行
禁
止
）
が
出
さ
れ
ま
す。

⑤
放
置
剛
車
迎
反
車
両
は
射
車
時
尚
の

電
話

・
F
A
X
で
、
住
所
・

氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
口勺
•

一
時
保
育
の
有
無
を

串
本
町
役
場
総
務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

9
o
7
3
5
J
|
6
2
|
0
5
J
rJ
r
J
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▼
締
切

6
月
15
日
（
木
）

マ
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ

ン

タ
ー
”
り
ぃ

ぶ
る“

T
E
L
o
7
3
|
4
3
53
|
53
2
4
5J 

コし＿＿―-ロ

集
後

編

と所 し iこ Ci)● 度 注 「＝•=コ•=―＝コ•=コ・＝ ＝•=コ··-·コ•=―＝コ•=コ・＝ ⇒ ・＝コ..-·コ•=コ・＝ ＝•=コ ・＝ ＝•=コ•=―＝コ•=コ・＝ ＝•=コ··-· コ

同 有なつ放 新 の が平〗 ー ！ 

梱者 いい 四 駐 運 改成 i
- な場て馬i．車 用正 l8 し - i 
の ど合 ‘車 制 が さ 年

:、lill11i；ロ
｝ ［期 間］ 平成18年5月lEl（月） ～平成18年5月15日 （月） ！ 

※但し、土E1、祝 ・祭E1は除きます。

i ［時間］ 午前8時30分～午後5時15分
し ［場 所］ 甲本町役場古座分庁舎総合業務課 し

閲 ※ 申込み用紙については、本庁住民課でも配布します。 ｝ 

！ ◇ 申込み白格 ◇

| （l)甲本町内に住所又は勤務先を有する者 i 
1 (2)現に住宅に困窮しているごとが明らかな者

i (3)固居しようとする親族が院り、本人を含めて2人以上の世帯であ i 
i ること。但し、老人、身体四害者、その他特に居住の安定を医る i 

i 必要がある者として敢令で定める者については単身で入居するこ i 
とができる。

戸 ぺ※ え反⑥ り に [ (4)町税等の滞納が無いこと ！ 
-Ei I ；；羊るの民 付 短 i (5)本人及び固居人の収入を加算して｀年関所得金額が政令の規定以 し

ミ：ジし よ確尚 けに〗 的で〶るごと
そ で ぃ う認、のまか U

〗ご 内に及馬i． すか u
i ※その他の出項については法令を遵守します。 i 

＝ 覧 六 なび車 °わ i◇申込みに必要な書類 ◇ i 
り椋監 ら U

な 、ま章祝 ず i ①町営住宅入居申込占 ②収入証明薔 ③納税証明占 i 
ス i ④住民菜（謄本 入居予定者全員のもの）

°取が テ U

ホ り放 ッ u
す i ⑤婚姻証明書（該当者のみ） i 
。庁 1.J笠

ホ け駅 ） ： ※詳しくは、役場総合業務課住宇係 (ff0735-72-00Bl) ; 
を車 を i までお問い合わせ下さい。 : 

今
月
の
納
税

ァ

税

目

0
固
定
資
砿
税
（
第
1
期）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
2
期）

0
介
＂
渡
保
険
利

（第
2
期）

0
酔
自
動
車
税

（令
期
）

マ
納
期
限

5
月
31
日

（水）

※
納
税
に
閲
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

今
年
度
も
引
き
続
き
広
報
担
当
と
な

り
ま
し
た

(
N
)
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
松
原
町
長
は
今
年
度
の

目
椋
を
サ
ー
ビ

ス
ア
ソ
プ
・
ス
ピ
ー
ド

ア
ソ
プ

・
ス
ピ
リ
ソ
ト
の

3
S
と
巾
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ

の

「広
報
く
し
も

と
」
は
、
チ

ェ
ン
ジ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ

・

ク
リ
エ
イ
ト
の

3
C
を
今
年
の

H
椋
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
容
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
な
い
よ
う
‘

常
に
新
し

い
介
画
、

新
鮮
な
紙
印
づ
く
り

に
挑
戦
し
続
け
て
い

き
ま
す。

(N
)

⑲ 広報くしもと 5 広報くしもと 5 ヽ
，
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平
成
1
8年
5

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
総
務
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

ー圃隼謁念式典
串本町では、串本・古座両町が合併して生まれた新「串本町」発足一周

年の記念式典を下記のとおり実施いたします。町民の皆様のご参加をお

願いいたします。

【日時】平成18年 5月20日（土）

【場所】串本町文化センター大ホール

【式次第】

①開式 ②町長決意表明 ③来賓祝辞 ④来賓紹介

⑤祝電披露 ⑥町章の発表•町章入選者表彰

⑦アトラクション ⑧閉会

ホームページhttp://www. town.kush Imoto. wakayama.j p/ 

メールアトレスsoumu@town•kushimoto. wakayama.jp 

月 日 曜日 時 間 場 所

8 月 19:30 ~ 21 :oo 役場本庁舎4階会議室

12 ＾ 孟

19:30 ~ 21 :oo 袋集会所

15 月 19:30 ~ 21 :oo 老人憩の家

17 水 19:30 ~ 21 :oo 潮岬公民館

l 9 ＾ 盃
19:30 ~ 21 :oo 平松コミュニテイセンター

5 
22 月 19:30 ~ 21 :oo 出雲公民館

24 水 19:30 ~ 21 :oo 大水崎会館

26 金 19:30 ~ 21 :oo 橋杭公民館

29 月 19:30 ~ 21 :oo 錦富小学校体育館

31 水 19:30 ~ 21 :oo 田並公民館

※他地区の日程については、広報串本 6月号に掲載いたします。

施政 2年目を迎えた松原町長が、この

1年間の町政を振り返り、皆様に報告

会を開催いたします。報告会は左記の

日程により各地区で開催されますので、

皆様ぜひお近くの会場へご参加下さい。

【お間い合わせ先】

串本町役場総務課（合0735-62-0555)


